第１０回 運営見直し委員会 概要

日時　　平成２２年５月２９日（土）１８：３０～：２１：００
場所　　登別市民会館２階　視聴覚室
出席者　　委員：合田美津子，瀧川正義，関　　修
◆配布資料

①運営見直し委員会　報告書

②市民自治推進委員会の組織機能連関図

③登別市市民自治推進委員会規約（改定案）

④新体制構築のために残っている解決すべき事項

◆審議・確認事項
１．第36回運営委員会における中間報告に対する意見交換結果について
　　５月１２日の第36回運営委員会において、当委員会での審議経過につき中間報告を行い、運営委員会各委員との意見交換をもとに取りまとめの方向を探るべく、主として次の点についての意見に関して出席委員間の認識の共有化を図った。
(1)委員会が全体の総意でものごとを決める機能はなくすべきではない。
(2)委員会活動推進の中枢を司る執行体制は、少数の陣容だが満足な運営は可能か。
(3)見直し委員会の検討結果待ちで活動休止状態の部会が多いので、結論を急ぐべきだ。
(4)その他、会議体等の名称（総括委員会orｸﾞﾙｰﾌﾟ，企画委員会orｸﾞﾙｰﾌﾟ）に違和感がある。　　　
２．運営見直し作業の取りまとめ処置について

組織機能のあり方について、前項で確認・共有化した事項を加味した内容の詰、関連する名称の一貫性見直し修正等を行うべく配布資料をたたき台として審議し、一部を修正の上で運営委員会への提示案とすることを確認した。中間報告以降の修正等の要点は以下の通り。
(1)委員会が全体の総意で決議する機能の担保

従来の「全体会議(委任状無効)」に代えて「総会」を設置し、都合で出席できない委員の意向は、委任状により意思表示に加わることができるようにする。
(2)中枢執行体制の運営機能の整備拡充
組織名は「役員会」として、当面は、会長以下、総勢１０名程度の役員により構成し、散漫とならない審議による明快な方向性決定・課題対処機能を目指すものとする。
具体的取組に関しては、全ての委員の支援協力はもとより、外部の関係諸組織・団体との情報交換と協働・連携を密にし、そこから得られる知見や関わった人材を活かして執行体制を整備拡充し機能させるものとする。
(3)テーマ別取組のフォロー体制

「総括会議」との名称で、役員と企画委員会各チームリーダーとが行う会議で、取組に関して協働・連携先等との関係調整や課題対応、会議後の措置等について意見・情報交換を行い、円滑・効果的取組みをフォローするものとする。
(4)現行部会活動の継続性維持
現行の部会活動で新体制発足後も終結していないテーマについては、新体制化での企画委員会活動の一環として、当該テーマを扱うチームを編成しての活動の継続性を維持した上で、取組みの進捗と共に取扱いの最適化を図るものとする。

(5)役員の選任について
｢(2)｣に示す中枢執行体制を構成すべき人材を選任するについては、｢全ての委員を対象に公募｣｢現行運営委員を対称に公募｣等々が考えられるが、運営見直しの検討とは趣を異にする事項であることから、選任方法、選任対象範囲等々の一切を現行運営委員会の審議に委ねることとしたい　との整理に留めおくこととした。
以　　上
